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本論文は、全部で 6 章から構成されている。以下に、研究の概要について述べる。  
 
第 1 章 研究の背景と目的  
周知のように、中国の大学日本語教育は、世界一の学習者数を抱えており、外国語教育にお
いて長い間、英語教育に次ぐ第二位の地位を維持している。中国の日本語教育研究会が発表し
た統計データによれば、日本語学科を設置した大学は 1998 年度は 114 校だったものが、2003 




































一方、国際交流基金の 2010 年度の調査では、2009 年までの世界 133 国（地域）において、












うになった 1972 年の日中国交正常化以降のことであった。70 年代以降に行われてきた日本語
は、50 年代から 60 年代における中国とソ連との「蜜月期」に盛んに行われていたロシア語教
育にとって代わり、ようやく第 2 位の外国語となったのである。80 年代に入ってから、中国
の改革・開放政策に伴う両国交流の拡大につれて、日本語学習者が急増する一方、ロシア経済
の衰退に伴ってロシア語専攻の学習者の数は急激に減少した。日本語とロシア語の地位逆転の
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第 3 章 中国の大学日本語専攻教育の歴史的変遷  




の歴史を、筆者なりに大きく三つの時代区分をした。それは、１）1949 から 1977 年までの「政
治主導時代」における「特定分野の実務人材」の養成時代、２）「改革・開放」政策とともに、
急速の経済発展を遂げてきた 1978 年から 1999 年までの経済発展に奉仕するための「エリー
ト人材」育成の時代、および３）市場経済化、高等教育大衆化の潮流が始まる 1999 年から 2012
年上半期までの「複合型人材」の養成時代、という時代区分である。 
3.2 から 3.4 までは、より詳細な視点から、上記の各時代における日本語専攻教育の特徴、
人材育成の目標、教育内容およびカリキュラムの構造などについて考察をした。検証の結果と






























































けの 4 級、8 級試験の実
施開始 
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第 4 章 調査：大学日本語専攻生の対日認識の形成と変容  
国家から「個人」への視点転換を一つの手がかりとして、第 4 章では、中国の総合大学であ





4.1 と 4.2 では、本調査の概要と分析方法について述べた。本調査は、上海市にある総合大
学の A 大学を調査フィールドとして、そこで日本語を専攻する 3 年生と 4 年生に調査協力者
になってもらい、合計 12 名調査を行った。本研究の調査方法は、半構造化インタビューを通

















（4.3.5 を参照）  
 4．【日本語学習における対日イメージの生成】というカテゴリーには、① [個人的体験を通









第 5 章で具体的に述べる。  
 
































































































・知的能力 ・客観的な判断能力  
・強い好奇心  
 
・自文化への理解 ・非民族中心主義  
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にも強調されすぎている。このような現状では、社会構成員の個々人に、自らの責任と力量で
当面する問題を解決しようとする積極的な態度は育ちにくい。むしろ、既存の体制と価値に安
住しやすい受動的な態度を助長する側面があると言える。こうした二項対立的に見える現状の
中で、日本語教師が常に二律背反の難題を背負っていることは否めない。国家という枠組みの
中で、国家の枠組みを越えた教育の実現には、われわれ現場の日本語教師にとって、現代的な
意義があると考えられる。したがって、今後本研究をさらに発展させるためには、抽象的な理
念やスローガンを示すだけに留まらず、明確かつ具体的な実行案を示すことが求められる。そ
の中で、特に国家と個人の間にある教師の取り組みについて検証していく必要がある。  
ことばとは何か。この問いに対して、さまざまな答えが得られると思う。それは、たとえば、
コミュニケーションの道具であり、文化形成・伝達のアイデンティティであり、資源であり、
生きる力でもある。外国語の学習は文明社会を生きる人にとって重要な意味を持っている。日
本と中国は、歴史的にも、地理的にも近い隣国でありながら、日中間には様々な対立が生じて
いる。しかし、そのような時代だからこそ、幅広い、多元的な学部教育が求められていると言
えよう。日本語を学ぶ過程における学習者の対日認識の変容からもわかるように、中国の高等
教育は、外国語としての日本語の持っている文化的価値を現代に生かしていく道を、今こそ探
っていくことが求められているのである。  
